
さんさんレターは（株）三河の山里コミュニティパワーが発行するニュースレターです。
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しきしまの家
すずき　　　たつよし

鈴木辰吉さん（しきしまの家運営協議会　事務局長）

vol.

株式会社三河の山里コミュニティパワー  〒444-2351 愛知県豊田市岩神町仲田20足助病院内（サテライト・サロン）

   

　豊田市役所に入庁し、産業部で
観光・農業等の振興に長年携わっ
た後、定年前の 1年は総合企画部
にて山村振興を担当しました。過
疎化が進む地域の現実に向き合
い、利益追求ではなく「人々が幸
せに暮らし続ける方法」を模索す
るようになりました。
　退職後には都市と山村をつなぐ
「おいでん・さんそんセンター」を
設立。現在はその知見を活かして
「自給家族」や「しきしまの家」の
運営に携わっています。

　旧杉本保育所の建物を活用した旭・敷島自治区の「しきしまの家」は、2023年４月に「みんなの心のふるさと」として住民が手作りした
交流拠点です。MYパワーもオープン当初から伴走してきた「しきしまの家」の取り組みについて経営企画部の鈴木雄也が伺いました。

#03

取材を
終えて

私がMYパワーに入社してから、いつも暖かく受け入れていただき、通い続けてきたしきしまの家。現場で創意工夫しながらどんどんアップデー
トされる辰吉さんの話を、今回も楽しく聞かせていただきました。今後も敷島の皆さんと一緒に、チャレンジしていきたいです！（鈴木雄也）

しきしまの家は、旭・敷島自治
区の交流拠点です。住民や地域に
関わる人が、相談や支え合いがで
きる場として整備されました。
　2026 年 4 月には法人化を予定
していますが、安定的な財源の確
保が課題です。MY パワーからは、
電力小売事業の収益の一部を還元
いただいています。さらに、イベン
ト開催時には運営面でもサポート
していただいており、なくてはなら
ない大切な存在です。

自給家族は、生産者と消費者がつながり、後継者不足
で荒れゆく農地を守りながら、両者が Win-Win になれる
プロジェクトです。
　農家が赤字を抱えず米作りを続けられるよう、消費者は
栽培経費を前納し支えます。消費者は農薬を半分以下に
抑えた「源流米ミネアサヒ」を毎年受け取れて、もし食糧
危機が来ても安全で美味しいお米を確保できる安心感が
あります。お互いが支え合うことで、人々の温もりを感じ
つつ、安心で豊かな暮らしを守ります。

今後の敷島自治区について、どのような展望を
お持ちでしょうか。

「迷ったら人の生死に関わる方を選べ」という父の教
えが、私の原点です。高齢者の孤独死や若者の自殺が
深刻化する現代において、命が軽んじられる社会を放っ
てはおけません。私たちは「自分たちの手で支え合う地
域を取り戻したい」という思いから、拠点となる「しき
しまの家」を立ち上げました。子どもたちの夢を奪わず、
真摯に向き合い、尊重される地域へ。そして誰もが声を
かけ合い、つながりを感じられる敷島自治区を未来へ残
したいと願っています。

MYパワー
鈴木

2026年 4月発行

MYパワー PEOPLE!
スペシャルインタビュー

MYパワーは、地域を元気にしたい人たちと共に活動を進めています。
そんな仲間の皆さんをMYパワーPEOPLEとしてご紹介します！

鈴木さんのキャリアについ
て、簡単にご紹介ください。

「しきしまの家」の概要につ
いて教えてください。

令和5年度に農林水産大臣賞を受賞された「自
給家族」の取り組みについて教えてください。

誰もが声をかけ合い、
つながりを感じられる敷島自治区を
未来へ残したいと願っています。



Q.MYパワーの電気に切り替えたきっ
かけを教えてください。
　自治区の区長をしていた頃、地域の
会合に早川代表が挨拶に来られたのが
始まりです。近くに事務所ができたこと
で、MY パワーの社員さんと頻繁に顔を
合わせるようになり、電気代の相談をし
たことがきっかけです。
　今は何でもインターネットで済んでし
まうので、相手の顔が見えませんが、
MY パワーは地元に根付いていて、どん
な人が働いているのか顔が見えるところ

MYパワー Q&A
Q. MYパワーの電気に切り替えると、停電のリスクが増えたり、停電が起きた

ときの対応が変わったりしませんか？

A.停電のリスクは増えません。電気はこれまでと同様、中部電力パワーグリッド株式会社の送
配電網によって届けられます。中部電力パワーグリッド株式会社が引き続き、保守･点検･運
用を行うため、電力会社を切り替えることで、停電が増えたり、電気の供給が不安定になっ
たりすることはありませんし、停電時の対処方法もこれまでと変わりません。

よくあるご質問にお答えします！

Tel. 0565-61-2773　Fax.0565-61-2772　E-mail: info@my-power.jp Web: http://www.my-power.jp

SNS
やっています！

ぜひフォローください！

インスタグラムフェイスブック

MYパワーの電気に切り替えていただいた方を、不定期で特集していきます。
今回は、近岡町にあり、地元住民に長く愛されている「喫茶　藤」さんを特集します。

に信頼を感じています。電気料金の明細
が毎月紙で届くところも安心ですね。

Q. 藤さんの足助の地域に対する想いを
教えてください。
　私たちの役目は、憩いの場所、そして
お話ができる場所を提供することです
ね。朝 7 時からお店に来てくれるお客
様がいるので、「今日も元気にお店を開
けよう」と頑張れます。( 生田和也）

ご利用者様インタビュー

お店の電気を切り替えました！
国道１５３号線巴川沿い、香嵐渓の１キロ
手前にある喫茶店です。
TEL    0565-62-1172
住所　豊田市近岡町藤ノ木60-4
営業　月・火・木・金・土・日　
         7:00~17:00 ※水曜定休
営業時間と定休日は変更になる場合が
あります。事前にご確認の上お出かけ
ください。

喫茶　藤

水にこだわり、十明山
の天然水を使用してい
ます。アットホームな雰
囲気の中で、美味しい
コーヒーをご賞味くだ
さい。

スタッフおすすめ！リーズナブルでボリューム満点の日替わりランチ750円。
当日はハゼのフライ盛り合わせでした。

　鈴木惟氏さん・幸子さん
ただし　　　　　　さちこ

メニュー表

店舗外観

店内の様子

お陰様で創業55年、レトロな店構えです。
朝7時から営業しておりますので、気軽に
お越しください。お待ちしております。


